
 

令和８年（2026 年）度の教育課程について 

１  学校経営計画「明日も行きたくなる学校」の実現に向けて  

 

今年度の元町中学校は「明日も行きたくなる学校」を目指し、「子どもの声を聴く」教育を推進します。一人

一人が大切にされる居場所づくりと共に、カーリング学習や芸術鑑賞といった「本物にふれる」体験を教育課

程の柱に据え、豊かな学びを創造します。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

前期通知表配付 ・・・１０月中旬予定 / 学年末通知表配付 ・・・ 3月予定
 

 

 

    4月 TSP学力テスト・・・全学年 5教科（前年度学習内容） 

   ６月 学力テスト・・・・・ 3年生 5教科 

  9月 総合学力テスト A・・・3年生 5教科 

１０月 総合学力テスト B・・・ 3年生 5教科 

 １１月 総合学力テスト C・・・3年生 5教科 

     TSP学力テスト・・・・1・2年生 5教科

これらのテストの結果は、評価評定の資料とはしませんが、生徒の基本的な学力や応用力を確認したり、進

路の資料として活用したりする目的で実施します。 

  

 

 

    

 

 

 

 

・「元町中大運動会」…９月 28日（月）に「つどーむ」にて実施予定です。全学年がつどーむに集まり、保

体委員会が中心となって運営していきます。 

・「学校祭」…10月 30日（金）に本校で実施します。生徒たちが工夫しながら様々な発表を予定していま

す。                     ※両行事とも、後日、詳細をお知らせいたします。 

５．体育的行事として「元町中大運動会」、文化的行事として「学校祭」を実施します。 

４．学習指導要領に基づく３観点の評価  
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２．通知表は 10 月と３月の年２回渡されます。（成績…前後期制）  

３．テストは以下の通り実施します。 

・評価…「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点となります。 

・ルーブリック…元町中学校では、評価の明確化に向けて「ルーブリック」を使用し、分かりやすい評価

を行います。ルーブリックについては、各教科の授業で生徒たちに説明するとともに、学年 PTA 集会

の資料に掲載しております。また、ルーブリックは学校ホームページにも掲載いたします。 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学習を支援する手立てとして、月１回の「学習振返りＤＡＹ」を

設けます。この日は全校生徒一人一人が学習に意識して取り組む日

で、放課後活動及び部活動がありません。先生方から声を掛けて補

習や再テストを行うこともありますし、生徒の方から質問等をする

時間にすることもできます。教科担当だけではなく、高校生が学習

サポートをしてくれる機会もあります。 

  

 

長期休業明けに、前向きな気持ちで学校生活を再開するきっかけを

つくるために、長期休業明け１週間の期間で面白授業 DAY を実施し

ます。各教科、普段とは少し違った視点で、その教科に関わる面白い

題材で授業を実施します。 

 

 

 

  本校では、月に１回「ヒュッゲタイム」を実施しています。ヒュ

ッゲとは、デンマーク語で「心地よく、安心できる時間」を意味す

る言葉です。本校では、デジタル機器から少し距離を置き、人との

会話や五感を通した体験、日常の小さな気付きなどを大切にする時

間として取り組んでいます。生徒が自分で考え、行動し、人とのつ

ながりを感じる機会となることを目指しています。ぜひご家庭でも、

本取組の趣旨をご理解いただき、お子さんと会話する時間をつくっ

てみませんか。 

 

７．「学習振返りＤＡＹ」を実施します。  

６．生徒一人一人の「自立」を目標に、総合的な学習の時間に力を入れます。  

令和５年度「総合的な学習の時間」全体計画 

全体目標 「自立」～ 様々なことを翼に蓄え、自立し社会に羽ばたいてほしい＝「翼タイム」 

具体目標 
Ⅰ：自己の興味や関心に基づく課題を解決し、自分らしい生き方を考えていく資質や能力を育てる。 

Ⅱ：課題解決に必要な知識や技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探求的な学習に生かすことで、その良さを理解する。 

Ⅲ：探求的な学習に主体的・協働的に取り組もうとすることで互いの良さを生かしながら積極的に社会に参画しようとする。 

Ⅳ：学校や地域、社会の現代的な諸課題に目を向け、多様な情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現しようとする。 

課題・テーマ 

（＝ステージ） 

①仲間と調べ

る・体験する 

②生活的自立 

（キャリア） 

③精神的自立 

（より良く生き

る） 

④時間や生活の 

自己マネジメント 

⑤教科横断的

な学習 

⑥自分の生活する世界

や環境を良くする 

主な内容 

〇炊事学習（1 年） 

〇宿泊学習（2 年） 

〇修学旅行（3 年） 

〇学校祭活動の見直し 

〇職業調べ（1 年） 

〇高校調べ（１，２年） 

〇職業体験（２年） 

〇職業講話（3 年） 

〇ライフプラン（３年） 

〇各学年の旅行的行事に関連す

る防災学習（全学年） 

〇ジュニア防災スクール（全学

年） 

〇スマホ安全教室 

〇命と性の講演会 

〇薬物乱用防止教室 

〇ゲーム依存防止講習会 

など各種講演会 

〇忘れないぞうの 

活用 

〇学習方法の見直し 

〇メモを取る技術 

〇情報モラル教育 

〇着付け体験 

 （１年） 

〇子育て福祉学習 

 （3 年） 

〇日本及び全世界的な 

SDGｓの取組調査 

キャリアパスポート 
各学年のオリエンテーションや 1年のまとめの際に使用した資料、及び各学年の「キャリア学習」のまとめとなる資料を元町中の 

〝キャリアパスポート〟として保管しておきます。※各学年用紙１０枚以内 
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〇校外学習（１年） 

〇宿泊学習（２年） 

〇修学旅行（３年） 

〇学校祭活動の見直し 

 〇職業調べ（１年） 

〇高校調べ（１，２年） 

〇職業体験（２年） 

〇職業講話（３年） 

〇ライフプラン（３年） 

 

８．「面白授業ＤＡＹ」を実施します。  

９．「hygge タイム」を実施します。  


